
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月に発寒保育園で訪問研修を行わせていただきました。研修のテーマは「遊びの展開・環境の

構成～夢中になって遊ぶ、環境の構成を考えよう」です。研修の始めはパワーポイントをもとに、

幼児教育の基本、「環境を通して行う保育」における保育者の役割などについてお話をしました。

その後、本園の実際の保育の写真を交えて、道具や遊具の使い方、遊びの場作りなど、保育がより

楽しくなる環境づくりや遊びの様子を紹介しました。 

 後半の時間は、発寒保育園のお子さんたちがやりたい 

こと、興味のあることからどのような環境を用意したら 

よいか、保育室やホールをどのように使うとよいかなど 

のアイディアを出し合っていただきました。「まずはやっ 

てみないとね！」と前向きなお言葉をいただき、とても 

嬉しく思いました。また、研修後は、「子どもの行動や思 

いの見取り方、興味・関心に応じた環境の構成を作ってい 

くことの大切さを学んだ。」「お互いの見方を話し合う大切 

さを学んだ。」などの感想をいただきました。一人では 

うまくいかないことも、皆で話し合いアイディアを出し合うことで、気付きが生まれたり発想が広

がったりします。そのようなきっかけづくりに、ぜひ訪問研修を活用していただけたら幸いです。 

 

 

 

 

 
 
 
 

 申込書を「札幌市教育委員会幼児教育センター」HPよりダウンロードし、FAXかメールに添付し

てお申し込みください。 
 申込用紙掲載ページURL: 

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/youjikyouiku/yousenn/kennkyuu2.html 
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はまなす幼稚園は、“研究実践園”として、幼児のよりよい育ちのために研究・研修を積み重ね、そ

の成果をお便りや HPなどを通して発信しております。 

今回の「すくすく 249」では実際に行った訪問研修の様子や個別の支援計画等を立てる際に参

考になる『サポートファイルさっぽろ』を御紹介いたします。御活用いただければ幸いです。 

訪問研修の様子 

申込方法 
 

研修資料より 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サポートファイル 
さっぽろの御紹介 

 

各施設においてお子さんの
成長を伝えるために工夫されていることと思
います。口頭で伝えるメリットもあると思います
が、紙面も活用することで成長を振り返った
り、確認し合えたりすることもあると思います。
そこでお勧めするのが、「サポートファイルさっ
ぽろ」です。進学先でも使用されていくもので
す。小さい頃からの成長が 1 冊にまとめられ
る便利な物です。全てを始めに作らなければ
ならないのではなく、必要な部分から作ること

ができます。 
 

例えは・・・ 
① 現在のお子さんの様子を園と保護者で確
認し合うことができます。 

② 様々な項目から今年度の目標を立てお子
さんの成長に必要な支援の方法を記載し
ます。 

③ 実際に手立てをしてみてどうだったかを振
り返り成長を積み重ねていきます。 

①  

②  
③  

この他にも関係機関の情報や（福祉、医療、
保育、教育）や福祉サービス等（手帳の交付、デ
ィサービスなど）の利用状況などを記載するペ

ージなどもあります。是非この機会に札幌に住ん
でいる子どもたちの育ちを繋ぐファイルとして活
用してみませんか。 


